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敷伝遺跡（第2次）発掘調在報告

鈴鹿市徳居町字敷伝

1 9 9 6• 3 

三甫県埋蔵文化財センター



序

埋蔵文化財は、私たちの祖先が過去の時代を生きてきた証です。それらの過

去の文化遺産は、私たちに当時の人々の様々な思いを語りかけてくれます。遺

跡の発掘調査によって私たちの前に姿を現した埋蔵文化財は、私たちからの問

い掛けをまっています。

しかし、一度発掘された遺跡はもう二度ともとに戻ることはありません。近

年の各地の緊急な道路の建設や改良に伴う発掘調査によって、幣しい数の遺跡

が記録保存の名のもとに姿を消しています。私たちの生活が至便なものになる

一方で、支払うべき代償があることを常に忘れてはならないでしょう。

今回、ここにご報告致しますのは、一般地方道鈴鹿芸濃線地方特定道路整備

工事に伴って消失する敷伝遺跡の発掘調査結果であります。この報告によって、

失われた遺跡にかつて住んでいた人々の生活の一端なりを、垣間見ていただけ

ましたら、これに勝る喜びはありません。

最後になりましたが、協議から発掘調査に至るまで多大なご理解とご協力を

いただきました県土木部、道路建設課並びに鈴鹿土木事務所、鈴鹿市教育委員

会、徳居町をはじめとする地元の方々には、深く感謝の意を表明致します。

平成 8年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長川村政敬



例 言

しきてん

1. 本書は、二重県鈴鹿市徳居町字敷伝に所在する敷伝遺跡（第 2次）

である。

の発掘調査報告書

2. 調査は、一般地方道鈴鹿芸濃線地方特定道路整備工事に伴い、緊急発掘調査を実施し

たものである。たお、本遺跡の表記については、平成元年度に調査された段階では敷田

遺跡としているが、今回の調査に先立って字切図等を検討した結果、調査地の字名は

「敷伝」であり、この表記に従うこととした。

3. 凋査は次の体制で行った。

調在主休 三重県教育委員会

凋査担当 二重県埋蔵文化財セ‘／ター

技師 日栄智「

上事 西出 孝

t事 竹田憲治

4. 調査にあたっては、三重県十木部道路建設課、鈴鹿上木事務所、鈴鹿市教育委員会、

シルバ一人材センター及び地元のガ々からの多大な御協力をいただいた。

5. 発掘調査後の出十遺物の瞥坪及び当報告甚の作成業務は、＝．車県埋蔵文化財センター

調杏第一課及び管理指導課が行い、以下の方々の袖佐を得た。執筆及ひ全体の編集、出

l遺物の＇ゲ真撮影は、日栄智［か行った。

足立純子、布川汀 f、石橋秀美、井村1告子、柿原清f、川口 愛、井田芙奈 f-、楠

純 f、介田由起子、小林佳代子、須賀幸枝、杉原泰子、式村千春、田中美樹、盟田幸

了、家楽幸r-、中）11章世、中山腔千、内田衣里、西村秋 r-、浜崎仕代、早川陽子、堀
内博子、松本睛芙、松月浩子、森島公 r-、柳田敬子 (50音順、敬称略）

6. 挿図の方位は、全て真北でぷしている。

である。

たお、磁針方位は西偏 6°40' （平成 6年）

7. 

8. 

本書てmいた遺構表示略記号は、
SB: 掘立柱建物 SK: L坑

ト記による。

SD: 溝 sz: 性格不明遺構

出 1遺物や資料は、仝て二＾重県埋蔵文化財センターで保管している。

，
 

スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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(1)調査の契機

三重県教育委員会及び埋蔵文化財セ‘ノターでは、

国及び県にかかる各種公共事業に関して各開発部局

の事業を照会し、事業予定地内にある文化財の確認

とその保護に努めている。

木部道路建設課から、一般地方道鈴鹿芸濃線地方特

定道路整備工事にかかる事業計画の照会を受けた三

重県埋蔵文化財センターでは、平成2年度末に事業

予定地内の遺跡分布調査を実施した。その結果、事

業予定地周辺の中ノ川北岸には周知の遺跡として敷

伝遺跡が存在し、今回の事業地内である南岸にも遺

跡が広がっていることが判明した。

そこで、平成6年3月7日に三重県埋蔵文化財セ

ンターが試掘調査を実施した結果、事業地内の400

面について遺溝、遺物が確認された。

この取扱いについては、その保護に努めるよう県

土木部や道路建設課、鈴鹿土木事務所、県埋蔵文化

財セ‘ノターの間で協議を重ねたが、現状保存が困難

なため、やむなく事前に発掘調査を行うこととなっ

た。

(2)調査の経過

敷伝遺跡の調査については、今回の調査地点の対

岸（北岸）で平成元年度に県営圃場整備に伴い発掘

調査が行われている（敷伝遺跡第 1次調査と呼称）。

今回の調査地点は中ノ川の右岸に位置するため当初

は「別所B遺跡」として把握していた。

掘調査の結果、中ノ川の現流路は近年の河川改修に

よってつけかえられたもので、 もともと調査地点の

南側を流れていたものであり、敷伝遺跡の一画にあ

たると判断された。そこで、今回の調査に際しては

敷伝遺跡第2次調査として報告を行う。なお、遺跡

名については第 1次調在では「敷田遺跡」と呼称し

ていたが、小字名が「敷伝」であるため、今回以降

「敷伝遺跡」と改称した。

今回の調査は、

こうした中で、三重県土

しかし、試

1次調査の成果を踏まえながら、

平成7年5月15日から 6月9日まで実施した。小地

与え、地区名は北西隅の杭を基準とした。

調査日誌（抄）
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プレハブ・トイレ設置。

調査区表士を重機により除去。

小地区設定及びレベル移動。

発掘資材搬入。

東側より遺構検出開始。

遺構掘削開始。

1 ,...____, 6列遺構検出完了。

3• 4掘削開始。

北壁土層断面実測。

SKl清掃、写真撮影後実測。 SD3・4

掘削の続き。

層断面実測。

雨のため現場での作業中止。

SKl遺物出士状況実測。

完了。

7列まで遺構検出完了。

SD6・7掘削開始。東壁土

SD8•9 掘削開始。調査区西側の

ピット掘削開始。

SKlO掘削。調査区西側の撹乱掘削開始。

遺構平面実測のための基準点設定。

西側の撹乱の下から古墳時代前期の土器出

土。

了。

SZ11とする。

遺構平面実測完了。

8・9列まで完了。

SK1•2 、

SD6•7 掘削

ピット掘削完了。

SZ11範囲確定後、掘削。

撮影。遺構平面実測開始。

SB 12・13写真

調査区全体を清掃後、写真撮影。

きなかった。北壁土層断面補足。

電話撤収。現場での調査終了。

道具撤収。

SD 

S KIO士

器出土状況実測。 SZ 11土器出士状況の写

真撮影及び実測。掘削作業完了。

S Z 11出士状況実測完

SD 3--..._.-9土層断面実測。

調査区北側及びSZll付近を重機により掘

り下げる。中世以前の明確な遺構は確認で

トイレ、

区の設定にあたっては、 4mX4mを基準として北

から南ヘアルファベット、西から東に数字の番号を

ー



II. 位置と環境

敷伝遺跡は三重県鈴鹿市の南西部、徳居町字敷伝

に所在する。当遺跡は、鈴鹿郡関町南方の山岳地帯

に源を発し、亀山市、鈴鹿市南部を東流して伊勢湾

に注ぐ、中ノ川の中流域に位置する。ただし先述の

様に中ノ川の現流路は近年の河川改修によって変更

されたもので、もともと当遺跡付近ではその南側を

流れていたところから、遺跡の立地としては左岸側

の標高13m前後の河岸段丘上ということになる。

当遺跡 (1)の位置する中ノ川流域には、古くは

旧石器時代から数多くの遺跡が確認されている。
② 

旧石器時代には祓山遺跡 (2)、乙部遺跡 (3)

片が採集されている。
③ 

縄文時代になると、追分遺跡 (4) 、西川遺跡
④ ⑤ 

(5)、西条遺跡 (6)等のように丘陵上に竪穴住

居をつくり、生活を営む集落遺跡が確認されるよう

になる。特に郡山遺跡群には追分遺跡 (4)の他に

末野A遺跡 (7) も縄文時代の遺跡として知られて

おり、郡山の台地が、古くから人々の生活の場とし

て利用されていたことが窺える。

続く弥生時代には、稲作の開始と共に本格的な集

落の形成が始まるようになる。この時代の遺跡には

弥生時代後期の竪穴住居や断面V字状の溝が見つかっ
⑥ 

ている南谷遺跡 (8)、甕や高杯が採集されている

第 1図 遺跡位置図 (1: 50,000 国土地理院 亀山・椋本・鈴鹿・白子 1 : 25,000から）
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⑦ 

畑遺跡 (9)、外縁付紐式の銅鐸が出土している磯
⑧ 

山遺跡 (10)等がある。

このような弥生時代における本格的な集落は次第

に各地域毎に集約され、その支配者は豪族化し、よ

り大きなクニが形成され、各地の豪族は自己の権力

誇示のために競って巨大な墓を策造し始めるように

なる。古墳時代の幕開けである。前期の古墳には、

三角縁神獣鏡が出土し、 4世紀後半代と考えられる
⑨ 

赤郷塚古墳 (11)や玉類、武具、鉄器等の豊富な副

葬品を持つ 5世紀前築の帆立貝式前方後円墳である
⑩ 

経塚古墳 (12) がある。これらの古墳は、中ノ川流

域にも畿内のヤマト政権と繋がりを持つ支配者が存

在したことを物語っている。

5世紀後半以降になると、三宅町から御薗町一帯

にかけての中流域の丘陵上に寺谷古墳群 (13)、長

法寺古墳群 (14)、加和良古墳群 (15)、徳居古墳

群 (16)、別所古墳群 (17)等の古墳群が造営され

るようになる。また郡山の丘陵には、 20,----.,40数基の

古墳から成る茶臼山古墳群 (18)、大野古墳群 (19)

といった大規模な古墳群も知られている。これらの

大規模な古墳群との関連で注目されるのは、中ノ川

と河芸町の田中川の流域に分布する徳居窯跡群(20)
⑪ 

であろう。この遺跡は約30基あまりから成る須恵器

の窯跡群で、操業期間は 6世紀前半から 8世紀後半

と考えられ、三重県最大規模のものとされている。

ここでの須恵器生産は、古墳時代の支配層との密接

な関係を持っていただろうことは想像に難くない。

古墳が群集墳化していく中で、次第にヤマト王権

による中央集権の波は、この地域にも押し寄せるこ

とになる。飛鳥・奈良時代の遺跡は高井B遺跡(21)、

西高山A遺跡 (22)がある。西高山A遺跡の含まれ

る郡山遺跡群で住居跡や出土遺物が増加するのは古

墳時代の終末から奈良時代にかけてであると見られ
⑫ 

ているが、中ノ川流域にあたる奄芸郡の郡衡が郡山

町の付近に置かれたという見解を裏付けるものとい

えよう。
⑬ 

中世の遺跡としては、今回報告する敷伝遺跡(1)

がある。平成元年度の第 1次調査では、平安後期か

ら末期にかけての集落跡と考えられており、総柱の

掘立柱建物 1棟の他、この建物を区画したと考えら

れる溝や土坑等が検出されている。これらの遺構に

伴う遺物は少なかったが、遺物包含層からは土師器

皿、山茶椀、山皿等が出土している。また、中ノ川

北岸の河岸段丘上に鎌倉時代初めから戦国時代にか
⑭ 

けて営まれた集落跡である橋門遺跡 (23)がある。

遺構としては、総柱の掘立柱建物10棟やそれらをと

り囲む溝、柱列、井戸等が検出されている。遺物に

は山茶椀、土師器の鍋等の他、二次焼成を受けた瓦

が出土しており、周辺の寺院施設との関連が想定さ

れている。

中世の中ノ川流域を概観するもうひとつの視点と

して、中世城館の存在が挙げられる。南岸には三宅
⑮ 

西条城跡 (24)、北岸には長法寺城跡 (25)、三宅

城跡 (26)、稲生城跡 (27)などが所在している。

中ノ川流域の丘陵地帯に位置するこれらの城館は、

丘陵を自然の要害として利用していたものと考えら

れる。

III. 層位と遺構

1 . 層位

当遺跡の基本的な層序は、第 1層：表士、第2層：

客士、第 3層：灰褐色ヽンルト（平安時代後期～鎌倉

時代遺物包含層）、第4層：黄褐色シルト（古墳時

代遺物包含層）、第5層：青灰色粘士（古墳時代遺

物包含層）、第6層：黄色砂質ヽンルトの順であり、

平安時代後期～鎌倉時代の遺構検出は黄褐色シルト

の上面で行った。

第3層の平安時代後期～鎌倉時代の遺物包含層は
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ほぼ水平に堆積しているが、第4・5層の古墳時代

遺物包含層は、調査区西端近くから徐々に東に向かっ

て低くなっている。また第6層には磨滅を受けた縄

文土器の小片が若干含まれていた。

なお、調査区南側には、河川改修施行時のものと

考えられる撹乱が広がっている。

2. 遺構

A. 古墳時代の遺構

S Zll 調査区西端で東西に約6mの広がりをもっ



第 2図遺跡地形図 (1: 5,000) 

第 3図調在区位罹図 (1: 2,500) 
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て古墳時代前期の土器が集中して検出された性格不

明の遺構である。包含層が緩やかに東に傾斜する部

分にあたり、土師器の高杯、甕、小型丸底壷等が出

土した。遺構の東側の肩はよく確認できなかった。

西側に関しては、河川改修時のものと考えられる撹

乱によって壊されていたため、西への広がりは不明

である。

B. 平安時代後期～鎌倉時代の遺構

(1)掘立柱建物

SB 12 調査区西半で検出した。東西は 2間、南

北は調査区外に至るが 2間分を確認した。北面妻柱

が認められなかったことから棟方向N9°Eの南北

棟であると考えられる。出土遺物から平安時代末期

の建物と考えられる。

SB 13 SB 12の東で検出した建物で、東西は2

間、南北は調査区外に延びるが 1間分を確認した。

柱間は不揃いである。南北棟と考えられ、棟方向は

N27°Wである。時期を決定できる遺物はなかった

が、 SD8・9と方向が揃っていることや柱穴の規

模や形状も SBl2と類似していることなどから、平

安時代末～鎌倉時代初の建物である可能性が高い。

(2)溝

S03 調査区東端で検出した南北溝である。幅

l.lm、深さ0.4mで、断面は逆台形である。 SKl

に切られるが、出土した山茶椀等から時期はSKl

とほぼ同じで、概ね13世紀末,..__.,14世紀初め頃であろ

う。

S04 調査区中央東寄りで検出した南北溝であ

る。幅1.2m、深さ0.35mで、断面形はV字状であ

る。溝底は南に向かって緩やかに傾斜している。 12

世紀後半から13世紀前半の山茶椀の他、土師器の鍋

が出土している。

S06 調査区東寄りで検出された南北溝である。

幅l.lm、深さ0.48mで、溝底は南に向かって0.2m

N. 遺

遺物は、整理箱に約7箱出土している。平安時代

以降の遺物が大半を占めるが、古墳時代前期の士器

もSZllからまとまって出土している。以下、遺構

毎にその概略を述べる。

-8-

程煩斜している。溝自体は緩やかに蛇行している。

遺物は山茶椀、山皿等が主体で、検出した溝の中で

は最も多く出士した。時期は13世紀初～末頃であろ

う。

S07 調査区東寄りで検出した南北溝である。

幅0.7m、深さ0.5mで溝底は北側では0.lm程浅く

なる。北端と南端をSD6に切られる。時期は、 S

D6よりは若干古いと考えられる。

S08 調有区中央東寄りで検出された南北溝で

ある。幅0.5m、深さ0.2mで、溝底は南に向かって

やや浅くなる。 SD6・7よりは若干古いと考えら

れる。

S09 調査区のほぼ中央で検出された南北溝で

ある。幅1.lmで深さは0.07mと浅く、溝の底はほ

ぼ水平である。方向はSD8とほぼ揃っているが、

時期は平安時代まで遡りそうである。

(2)土坑

SK 1 東西1.3m、南北1.7m、深さ0.3mの三

角形に近い楕円形の土坑で、調査区の東端で検出し

た。多量の石と共に常滑窯産の甕や山茶椀等が廃棄

されていた。 SD3を切っているが、時期はほぼ同

じく 13世紀末"----14世紀初め頃であろう。

SK 10 東西1.3m、南北1.9mの楕円形を呈し、

深さは0.2mほどで底はほぼ水平である。 SB12の

南側で検出されたが、切り合いは不明である。灰釉

陶器、土師器皿・鍋等が出土しており、 SKIと同

様廃棄土坑と考えられる。時期はSB12・SD 9と

ほぼ同じくらいで平安時代末まで遡るようである。

C. その他の遺構

S05 SD4を切って検出された南北溝である。

南半分は撹乱によって壊されているため延長は不明

である。幅0.38m、深さ0.05mという浅いもので、

出土遺物から近世以降の遺構と判断した。

物

(1)古墳時代前期の遺物

S Z 11出土遺物 (1,..., 12) 

ほぼ一括資料と見てよく、時期は古墳時代前期の
⑯ 

ものと思われる。器種は高杯が大半を占める。
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1 ,...__, 9は土師器の高杯である。 1は全体の器形が

窺える唯一のものである。杯部は底部から口縁部に

向かって緩やかに外反する。外面はナデにより調整

されている。脚部は直線的な柱状部に屈折する裾部

を持つ。柱状部に 2方向の孔を穿つ。脚部内面はナ

デ調整および、ンボリ痕がのこる。 2は杯部口縁端部

の外反が顕著でヨコナデにより調整されている。

脚部は裾部を欠くが、柱状部外面はエ具によるナデ

が施され、 1方向のみの穿孔が見られる。内面には

シボリ痕が残る。 3は杯部内外面にはナデ調整、ロ

縁端部は外反しヨコナデされている。脚部は裾部を

欠くが、柱状部外面は面取り状のナデが見られる。

4は磨滅が激しく調整は不明である。杯部は底部か

ら口縁部にかけては直線的で端部の外反が弱い。 5

,..___.,, 7は杯部のみの資料である。いずれも内外面はナ

デ、口縁端部はヨコナデにより調整されている。た

だし、 7の外面だけは磨滅が激しく調整が不明であ

る。 8は脚部のみの資料である。わずかに内弯する
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脚部を持ち、前述のものよりは古い様相が窺える。

内外面共に磨滅が激しく、調整は不明である。 9は

小型丸底壷であり、内外面はナデにより調整されて

いる。 10は用途不明の土製品である。パイプ形士器

に類似する中実の棒状のものに匙状に開く部分が付

くと思われるが、匙状部分の磨耗が激しいため、こ

のまま上方に広がるのか、内側へ屈曲するのかは判

断しかねる。 11は土師器の台付甕で、台部は欠損し

ている。口縁端部はヨコナデ、胴部内外面はナデ調

整が施されている。胴部外面は部分的に黒斑が認め

られる。

(2)平安時代後期～鎌倉時代の遺物

山茶椀を中心として陶器の甕、土師器の皿、鍋な

どが出土している。

SKl出土遺物 (12~17)

12・13は山茶椀の底部である。 12は糸切り痕を明

瞭に残し底部内面はナデ調整されている。体部は直

線的で底径も小さいことから、概ね藤澤編年第 7型
⑰ 

式に比定できよう。 13は、高台を貼り付けた後ナデ

により調整されている。底部内面には若干自然釉が

かかる。 14は陶器の片口鉢の底部で、ごく低い高台

を貼り付けた後にナデ調整されている。外面はヘラ

ケズリが行われている。 15'"'--'17は、いずれも常滑窯

の製品である。 15は甕の底部で、内外面ともにナデ

調整が施されているが、底部外面は無調整のままで

ある。 16は片口鉢で、口縁端部は角張り、注口部の

突出も弱くなるという新しい様相を呈している。 17

は甕で、頚部内面に粘土接合痕が認められる。口縁

部は断面N字状を呈し、肩部も張っていることから

16と同様に新しい様相が認められ、概ね中野編年6
⑱ 

型式あたりに比定でき、山茶椀の年代観ともほぼ矛

盾しないと思われる。

SK 10出土遺物 (18~26)

18は灰釉陶器の皿、 19・20は灰釉陶器の椀の底部

である。いずれも底部外面に糸きり痕を明瞭に残し、

断面三角形の高台を貼りつけた後、ナデにより調整

されているもので、百代寺窯併行期に比定でぎよう
⑲ 

か。 21は土師器の椀で、底部外面には糸切り痕が明

瞭に残る。体部は比較的丸味を持ち、口縁部にかけ

てやや外側に開く。 22-------25は士師器の皿で、いずれ

も底部に糸切り痕を残し、内外面をナデにより調整

-11 -

している。 24は、外面が全面黒灰色を呈している。

26は土師器の甕で、口縁端部はくの字形に屈曲し、

球形状の胴部を持ち外面は指オサ工、内面はナデに

より調整されている。

S03出土遺物 (39)

1点しか図化できなかったが、陶器の甕で産地は

常滑である。口縁部は断面N字というよりは、逆卜

字状を呈しており端部は比較的丸く仕上げている。
⑳ 

概ね中野編年6型式に比定できよう。

$D6出土遺物 (27,...,36)

27---.,30は山茶椀である。 27・28は口縁端部の面取

りが顕著であり、高台はかなり簡略化され潰れてい

る。底部内面に指オサエの痕跡が残る。 29・30は前

者のものに比べると器壁が若干薄くなっている。い
⑳ 

ずれも藤澤編年第 7型式に相当しよう。 32---.,35は山

皿である。 33は若干丸味を残すものの、いずれも底

部内面から口縁部にかけて直線的に立ち上がり、体

部と底部内面との境界が明瞭なタイプである。時期

は山茶椀と同じと考えてよいだろう。 36は陶器の鉢

で口縁部はやや肥厚し外側に開く。口縁部付近の内

面に疎らに自然釉がかかる。 31は灰釉陶器の椀の底

部である。

S07出土遺物 (40,...,42)

40・41は山茶椀である。 40は小型で高台径も小さ

く、体部は口縁部にかけて直線的に立ち上がる。ロ

縁部付近に若干自然釉がかかる。底部外面に「上」

の墨書がある。 42は灰釉陶器の椀の底部である。

S08出土遺物 (37・38)

共に山茶椀である。 37は割にしっかりとした高台

を貼り付けており、体部も内弯ぎみである。 38は全

体的に体部は丸味を持ち、底部付近から口縁部にか

けて外に開く。口縁端部も緩やかに外反する。内面

は自然釉がかかり、部分的に黒く煤けている。藤澤
⑳ 

編年第 5型式あたりと思われる。

$D9出土遺物 (43,...,45)

43• 44は灰釉陶器の椀の底部で、断面三角形の高

台を貼り付けている。底部外面には糸切り痕が残り、

内面はナデにより調整されている。百代寺窯以降の

ものと思われる。 46は士師器の盤の台部分かと考え

られるものだが、磨滅が激しいために調整は不明で

ある。



ピット、その他出土遺物 (46,..,48)

46----...,48は山茶椀である。 46は底部から口縁部にか

けて直線的に立ち上がり、口縁端部は角張っており、

付近には自然釉がかかる。底部外面には低い高台を

貼り付けた後、ナデ調整及び糸切り痕が見られる。

V. 結

今回の調査ではわずかな範囲ではあったが、掘立

柱建物2棟をはじめ、多くの遺構や遺物を確認でき

た。また、敷伝遺跡は中世が中心となる時期と考え

られていたが、今回の調査では、それに加えて古墳

時代前期と見られる遺物がまとまって出土したこと

は注目される。

(1) SZllについて

土器群が出土したSZ11は、西側では遺物が確認

されなかったことからも、ここから東に向かって地

形が緩やかに落ち込む地点の始まりを検出したもの

と考えられる。当時、土器がここから東に投棄され

ていたものと思われ、調査区の隣接地にはこれらの

土器を使用した人々の居住域が存在していた可能性

もある。また、出土土器の中で高杯の比率が高いこ

とも注目される。

(2)中世の遺構・遺物について

土坑2基、溝7条、掘立柱建物2棟の遺構を確認

した。調査区東半で溝が集中し、その西で掘立柱建

物がみられる。

今回の調査区は中ノ川の南岸に位置しているが、

そのちょうど対岸にあたる平成元年度に調査された

第1次調査では、平安時代後期を中心とする遺構・

遺物が確認されている。中ノ川は元々今回の調査区

の南側を蛇行していたことからも、両遺跡を一連の

ものとして捉えることに無理はないだろう。第 1次

調査と今回の調査では遺構の方向性などが必ずしも

類似しているとはいえないが、遺跡の時期や立地等

からもとはひとつの集落であったと考えられる。

また、第 1次調査においては、平安時代末期には

土師器皿類より山茶椀、山皿の出土量の方が目立つ
⑳ 

という報告があるが、今回の調査区で同じ時期の遺

構である SKlOを見ている限りでは、土師器皿の出

土も決して少なくはない。こういった器種組成の割

-12-

内面には焼成時に上面に重ねられた山茶椀の高台部

分が残存している。 47は、底部付近は内弯し口縁部

にかけて緩やかに外反している。しっかりとした高

台を貼り付けた後、ナデ調整され糸切り痕も残る。

48は底部のみだが、外面に「上」の墨書がある。

語
合についても、今後もっと豊富な資料に基づいて検

証していく必要があるだろう。
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No. 登録No. 器種 出土位置 法量 [cm] 残存度 形態・技法・調整等の特徴 胎土 焼成 色調 備考

1 005-01 土師器高杯 SZll 
口： 17.8 底： 11.8 

ロ縁部1/4
内：杯部・脚部ナデ、シボリ痕 外：杯部 密細砂粒少

良 橙色
高.2.0 脚部ナデ し含

内：杯部ナデ、口縁部ヨコナデ、脚部ナデ

2 004-03 土師器高杯 S Zll 口： 17.5 ロ縁部1/2 、ンボリ痕 外：杯部ナデ、口縁部ヨコナデ 密細砂粒含 良 橙色
脚部工具ナデ

3 001---05 土師器高杯 SZll 口： 17.5 ロ縁部1/2
内杯部ナデ、口縁部ヨコナデ外：脚部 やや密微砂

並 橙色
工具ナデ 粒含

4 005---02 土師器高杯 SZll 
口： 17.0 底： 10 0 ロ縁部1/2

内外面ともに磨滅が激しく調整不明
やや粗細砂

良 黄橙色
高.10. 7 底部3/4 粒少し含

5 004-01 土師器高杯 S Z 11 ロ・ 20.6 ロ縁部3/4
内：ナデ、ヨコナデ ロ縁部ヨコナデ 密細砂粒少

良
にぶい

外．ナデ、口縁部ヨコナデ し含 橙色

6 004-02 土師器高杯 SZll 口： 15.3 
ロ縁部ほぽ

内 ナデ、ヨコナデ、外 ナデ、ヨコナデ
密細砂粒少

良
浅黄橙

完存 し含 色

7 001---04 土師器高杯 SZll 口： 15.0 
ロ縁部ほぼ 内：ナデ、口縁部ヨコナデ

粗微砂粒含 並 橙色
完存 外面は磨滅が激しく調整不明

8 003-01 土師器高杯 SZll 底 10.6 底部完存 内外面ともに磨滅が激しく調整不明 粗微砂粒含 不良
浅黄橙

色

9 003-03 
土師器

SZll 胴部： 8 7 
底部ほぽ完

内ナテ外．ナデ
やや密微砂

並
にぶい

小型丸底壷 存 粒含 橙色

10 003-02 不明 SZll 
最大径： 3.8 

外：オサエ
密微砂砂粒

並
にぶい 上部外面に

長： 9.5 含 黄橙色 煤

11 006-01 
士師器

SZll 口 ・18.2 ロ縁部1/8
内・ ナデロ縁部ヨコナデ外：ナデ 口 やや粗細砂

並
にぶい

台部欠損
台杯甕 縁部ヨコナデ 体部に黒斑 粒含 橙色

12 008-01 山茶椀 SKI 底： 5.6 底部1/2
内．ロクロナデ 外：ロクロナデ底部糸 やや粗~2mm 

良 灰白色 尾張型
きり の砂粒含

内：ロクロナデ外 ロクロナデ底部糸
粗~1 mmの

13 007-05 山茶椀 SKl 底 ・92 底部1/8 きり 高台貼付後ナデ モミガラ痕多底 良 灰白色 尾張型

部内面に自然釉
砂粒含

14 009-02 陶器鉢 SKl 底： 12.0 底部1/8
内, Iコクロナデ 底部に使用痕、自然釉 やや密~3mm 

良 灰色
尾張型（知

外．ヘラケズリ 高台貼付後ナデ の砂粒含 多窯産か）

15 002-02 陶器甕 SKl 底： 13 5 底部1/4 内：ナテ外・ ナデ底部未調整
やや密微細

並
にぶい

常滑窯産
砂粒含 橙色

16 002-01 陶器鉢 SKI 口： 34.6 ロ縁部1/4
内, lコクロナデ 外・ ロ縁部 1コクロナデ、 密微細砂粒

並
にぶい

常滑窯産
ナデ 含 橙色

17 014-01 陶器甕 SKl 口.40.0 ロ縁部3/8
内：口縁部ヨコナデ、オサエ 外： 口縁

密細砂粒含 良
灰白・

常滑窯産
部ヨコナデ、ナデ、粘土接合痕 褐白色

18 008---04 
灰釉陶器

SKlO 
口： 10.1 底： 5.8 

底部完存
内：ロクロナデ外：ロクロナデ底部糸 密微砂粒少

良
灰白・

皿 高： 1. 7 きり 高台貼付後ナデ し含 淡黄色

19 007-03 
灰釉陶器

S KIO 底： 8.1 底部完存
内 ロクロナデ外：ロクロナデ底部糸 やや密微砂

良 灰白色
椀 きり 高台貼付後ナデ 粒含

20 007-04 
灰釉陶器

S KlO 底： 8 5 底部完存
内：ロクロナデ 外, lコクロナデ 底部糸 やや密~1 mm 

良 灰白色
椀 きり 高台貼付後ナデ の砂粒含

21 007-02 土師器椀 S KlO 
口： 14.8 底： 6.3 ロ縁部1/ ,1 内, Iコクロナテ 外：ロクロナテ 底部糸 やや粗 ~1 5 浅黄橙・

高： 4 0 底部完存 きり mm砂粒含 並 灰褐色

22 008-03 土師器皿 S KlO 底.1.1 底部3/1
内. lコクロナデ外 ロクロナデ、底部糸 やや粗 ~1.s

並 灰黄色
切り mm砂粒含

23 008-02 士師器皿 SKlO 底： 5.5 底部213
内・ ロクロナデ 外：ロクロナテ、底部糸 やや密微砂

並
浅黄橙・

切り 粒含 灰褐色

21 008-06 土師器皿 S KIO 
口.10.2 底： 1.6 ロ縁部111 内：ロクロナデ 外.[コクロナデ、ナデ

密微砂粒含 並
浅黄橙 外面全面に

高： 1. 7 底部1/2 底部糸きり 色 黒斑

第 1表 出土遺物観察表 (1)
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No 登録No 器種 出土位置 法量 [cm] 残存度 形態・技法・調整等の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

25 008---05 士師器皿 S KIO 
ロ・ 10.l 底： 4.6 ロ縁部1/4 内：ロクロナデ 外：ロクロナデ底部糸

密微砂粒含 並
浅黄橙

高.2.1 底部1/4 きり 色

26 007-01 土師器甕 S KIO 
口： 18.0 ロ縁部1/3 内：ナデ ロ縁部ヨコナデ外．口縁部ヨ やや粗~25 

並 灰白色胴部： 24.3 胴部1/4 コナデ、ナデ、オサエ mm砂含

口： 16.0 底： 8.6 ロ縁部1/4
内：ロクロナデ、ナデ 外：ロクロナデ

やや粗細砂 尾張型（知
27 012-01 山茶椀 SD6 

高： 5.0 底部1/2
底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ モミガ

粒含
並 灰白色

多窯産か）
ラ痕多

口： 15.2 底： 7.0 ロ縁部1/4
内．ロクロナデ、ナデ ロ縁部ヨコナデ

やや粗細砂
28 011-03 山茶椀 SD6 外：口縁部ヨコナデ ロクロナデ底部糸 並 灰白色 尾張型高： 6 0 底部1/2

きり後ヨコナデ モミガラ痕多
粒含

内：ロクロナデ、ナデ 外：ロクロナデ
やや粗細砂

29 012-03 山茶椀 SD6 底： 5.6 底部1/2 底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ モミガ
粒含

並 灰白色 尾張型
ラ痕多

30 010-02 山茶椀 SD6 口： 14.0 ロ縁部1/3 内：ロクロナデ 外：ロクロナデ
やや粗細砂

並 灰白色 尾張型
粒含

31 010-06 
灰釉陶器

SD6 底 ・7.0 底部1/4
内：ナデ外：ロクロナデ底部糸きり やや粗細砂

並 灰白色
内面に疎ら

椀 高台貼付後ヨコナデ 粒含 に自然釉

32 012-02 山皿 SD6 
口： 8 1 底 4.7 ロ縁部1/2 内．ロクロナデ 外：ロクロナデ底部糸 やや粗細砂

並 灰色
尾張型（知

高： 1 9 底部完存 きり 粒含 多窯産か）

33 011-01 山皿 SD6 
口 ・75 底： 4.3 

ほぽ完存
内：ロクロナデ外：ロクロナデ底部糸 やや粗細砂

並 灰白色
尾張型（知

高： 1.5 きり 粒含 多窯産か）

34 011-04 山皿 SD6 
口： 8.2 底： 3.3 ロ縁部2/3 内・ ロクロナデ外 ロクロナテ底部糸 やや粗細砂

並 灰黄色
尾張型（知

高 ・2.0 底部3/4 きり 粒含 多窯産か）

35 011-05 山皿 SD6 
口： 8.1 底： 4.7 ロ縁部1/4 内 ロクロナデ外．ロクロナデ底部糸 やや粗細砂

並 灰白色
握美・湖西

高： 1.9 底部3/4 きり 粒含 型

36 010-01 陶器鉢 SD6 口： 36 0 ロ縁部1/8
内：ロクロナデ外．ロクロナデ 内面に やや粗細砂

並 灰白色 尾張型
疎らに緑白色の自然釉 粒含

37 010---03 山茶椀 SDS 底.7.4 底部3/8
内 ロクロナデ外：ロクロナデ底部糸 やや粗細砂

並 灰白色
握美・湖西

きり後ナデ消し 高台貼付後ヨコナテ 粒含 型

口 ・15.6 底 ・67 ロ縁部1/4
内.[コクロナテ、ナテ 底部に自然釉、ス

やや粗細砂 尾張型（知
38 Oll-02 山茶椀 SD8 

高： 5.7 底部完存
ス付着外．ロクロナデ底部糸きり 高

粒含
並 灰白色

多窯産か）
台貼付後ヨコナデ モミガラ痕多

39 009-01 陶器甕 SD3 口.17 .8 ロ縁部1/8
内：口縁部ロクロナデ、ナデ 外：ロクロ やや密 ~4 

良
にぶい

常滑窯産
ナデ mm砂粒含 赤褐色

口： 12 5 底： 4.2 ロ縁部1/2
内．ロクロナデ、ナデ 外・ ロクロナデ

やや粗細砂
10 013-01 山茶椀 SD7 

高： 5.0 底部完存
底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ モミガ

粒含
並 灰白色 尾張型

ラ痕多 口縁部に自然釉底部墨書「上J

内’ロクロナデ、ナデ外 ロクロナデ
やや粗細砂

11 012-05 山茶椀 SD7 底： 6.4 底部1,/3 底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ モミガ 並 灰白色 尾張型

ラ痕多
粒含

12 012-01 
灰釉陶器

SD7 底 ・1.0 底部112
内：ロクロナデ、ナデ 外・ ロクロナデ

密微砂粒含 並 灰白色
内外面疎ら

椀 底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ に施釉

13 010-01 
灰釉陶器

SD9 底.7.6 底部2/3
内・ ロクロナデ、ナデ 外.rコクロナデ やや粗細砂

並 灰白色
椀 底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ 粒含

11 010-05 
灰釉陶器

SD9 底： 7 8 
底部ほぼ完 内,lコクロナデ、ナデ外 ロクロナテ やや粗細砂

並 灰白色椀 存 底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ 粒含

15 012-06 土師器盤 SD9 磨滅が激しく調整不明
やや粗細砂

並 灰白色
粒含

B3 口 115 底 6.5 ロ縁部11 
内 ロクロナデ、ナデ外,lコクロナデ

16 001-01 山茶椀
p i t 10 高 ・55 底部完存

底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ モミカ 密微砂粒含 並 灰白色 尾張型
ラ痕多 口縁部に自然釉

17 001-02 山茶椀 表土
口.16 1 底： 8 1 ロ縁部118 内：ロクロナデ 外’ロクロナデ

密微砂粒含 並 灰白色
高 58 底部114 底部糸きり 高台貼付後ヨコナデ

内：ロクロナデ、ナデ外 ロクロナデ
内面自然釉

18 001-03 山茶椀 表士 底 ・75 底部完存 密微砂粒含 並 灰白色 底部外面墨底部糸きり 高台貼付後ヨこ1ナテ
書「J:.」

第 2表 出土遺物観察表 (2)

- 14 -



翠 ⇒ 反 や 芸 迅 f ) 、 5

~v i
 

●
 ,村<
)＇ •

 
l
 

i
 :'
g響
I
;
 It 
i;
 
f
 
,''!}
警
Ji.;
I
r::-
,・:::
: 
}四

，，J:i
 

I
 It 
Ii
i'
,
 

因 涼



S Z 11辿物出 K状況

ヽ•

-. • 
＇ . - ・ヽ, . . 

r 

土
言

9
 
•• 

~
 

;‘ 

，
 

＇ 
.,... -. .... 

,. •ノ

北から

- 16-



図版3

・~ 

二

~.(、

... ~ 
｀ •一ー--..

~ 

-さ`

．．ヽ、ゲt~、． 彎'. : -● モヽ ：湧f

、̀:や→、文・・ -."・. --'~ 笥‘’
，、;.醤‘、;

、

噸

4liilllai. 

'( 
/;:,--...___,、.

（`・
SB 13 西から

- 17 



図版4

出土迅物 (1: 3 ; 

- 18 -

ヽ

＾ ‘‘ --、-・--／ 



報 告 書抄録

ふ り が な しぎでんいせぎ だし、にじ はっくっちょうさほうこく

書 名 敷伝遺跡（第 2次）発掘調査報告

副 書 名 鈴鹿市徳居町字敷伝

巻 次

シ リ ズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 1 3 5 

編 著 者 名 日栄智子

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-03 三重県多気郡明和町竹川503番地 TEL 05965-2-1732 

発行年月 日 西暦 1996年3月29日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所在地 0 , ,, 
0 , " 

調査期間 調査原因
市町村；遺跡番号 m' 

敷しぎ で伝ん 遺し 跡せき 三み重えけ県んす鈴ず鹿か市し
24207 34゚ 136° 19950515"-' 400 一般地方道鈴鹿芸

（第 2次） 徳とくす居し、ち町ょう 49' 30' 19950609 濃線地方特定道路

ぁ字ざ敷しき伝でん 10" 50" 整備工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

敷伝遺跡 集落 古墳時代前期 掘立柱建物2棟 土師器高杯・甕

（第 2次） 平安時代後期 土坑2基 土師器皿・鍋

～鎌倉時代 溝 7条 山茶椀

灰釉陶器

陶器片口鉢・瑯



平成 8(1996)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 6月にデジタル化しました。

：屯県埋蔵文化財調育報告 135

敷伝逍跡（第2次）発掘調介報告

鈴鹿巾徳屈町字敷伝

1996・3 

編集• 発行 ：屯県坪蔵文化財ヤンター

印 刷株人会社オリ L ンタル印刷


	表紙

	序

	例言

	目次

	本文目次

	Ⅰ　前言

	Ⅱ　位置と環境

	Ⅲ　層位と遺構

	Ⅳ　遺物

	Ⅴ　結語


	挿図目次

	第1図　遺跡位置図

	第2図　遺跡地形図

	第3図　調査区位置図

	第4図　調査区遺構平面図・土層断面図

	第5図　SZ11遺物出土状況図

	第6図　SB12･13実測図

	第7図　SK1実測図

	第8図　SK10実測図

	第9図　出土遺物実測図(1)
 
	第10図　出土遺物実測図(2)


	表目次

	第1表　出土遺物観察表(1)

	第2表　出土遺物観察表(2)


	図版目次

	PL1　調査区全景

	PL2　SZ11遺物出土状況、SK1遺物出土状況

	PL3　SB12、SB13

	PL4　出土遺物



	報告書抄録

	奥付


